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平
成
17
年
度
よ
り
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
の
所
有

者
の
方
に
は
、
平
成
20
年
３
月
31

日
を
期
限
と
し
て
、
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金（
一
般
住
宅
で
は

10
万
円
）の
納
付
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
排
水
設
備（
宅
内
）工
事

が
完
了
し
て
い
る
方
に
は
、
同
額

の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
助
成
金
は
、
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
３
年
間
が
交
付
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
年
間

を
超
え
た
場
合
、
助
成
金
の
対
象

か
ら
は
ず
れ
、
助
成
金
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
に
宅
内
の
下
水
道
工
事
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
頂
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地

の
所
有
者
の
方
で
、
下
水
道
の
宅

内
工
事
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方

は
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
又
は

徴
収
猶
予
申
請
書（
告
示
よ
り
３

年
以
内
に
宅
内
工
事
を
予
定
し
て

あ
る
方
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

納
期
限
が
３
月
31
日
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
水
道
課

（
内
線
１
０
９
）

大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。申

請
書
類
は
、
２
月
29
日
以
降

に
役
場
下
水
道
課
で
配
付
し
ま

す
。

受
付
期
間

３
月
３
日（
月
）〜

14
日（
金
）

手
数
料

５
千
円

問
合
せ
先

下
水
道
課

（
内
線
１
０
９
）

工
事
店
名

㈱
マ
ツ
コ
ー

停
止
期
間

平
成
20
年
３
月
１
日
〜

平
成
21
年
２
月
28
日

工
事
店
名

日
栄
工
業
㈱

停
止
期
間

平
成
20
年
３
月
１
日
〜

平
成
20
年
８
月
31
日

問
合
せ
先

下
水
道
課

（
内
線
１
０
９
）

広報たちあらい H20.2 2

下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
助
成
金
の

お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
申
請
受
付

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
一
時
停
止

平
成
20
年
１
月
20
日
執
行

大
刀
洗
町
長
選
挙
の
投
票
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

当

氏　　　　　　名

安丸　くにかつ

平戸　まさふみ

中島　つねき

党　　　派

無所属

無所属

無所属

得　票　数

3,886

3,181

1,647

第１投票区 
（大堰校区） 

第２投票区 
（本郷校区） 

第４投票区 
（菊池校区） 

第３投票区 
（大刀洗校区） 

投票区別投票率 

投票区別有権者数・投票者数 

第１投票区 
（大堰校区） 

第２投票区 
（本郷校区） 

第４投票区 
（菊池校区） 

全体 

第３投票区 
（大刀洗校区） 

有権者数 投票者数 

任
期
満
了
に
伴
う
大
刀
洗
町
長
選
挙
の
投

票
が
１
月
20
日（
日
）に
行
わ
れ
、
即
日
開
票

の
結
果
、
安
丸
国
勝
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
前
回
町
長
選
挙
（
平
成
16
年
１

月
18
日
執
行
）
と
比
較
し
て
５
・
８
９
％
高

い
７
２
・
５
％
で
し
た
。



平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
創

設
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
も
大

き
く
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
75

歳
未
満
の
人
で
す
。
75
歳（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
65
歳
）に
な

る
と
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国

民
健
康
保
険
か
ら
外
れ
ま
す
。

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

③
介
護
保
険
分(

40
歳
〜
64
歳)

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
新
設

さ
れ
、
３
つ
の
合
計
額
が
国
民
健

康
保
険
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場

合
、
国
民
健
康
保
険
税
は
原
則
国

保
主
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
の
納
付
と
な
り

ま
す
。

・
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
お

り
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
が
全

員
65
歳
か
ら
74
歳
で
あ
る
場

合
。

・
国
保
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
。

・
国
保
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別

徴
収
対
象
者
で
、
国
保
主
の
介

護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

の
合
計
額
が
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
場
合
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係

（
内
線
１
２
４
）

次
に
該
当
す
る
方
は
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で

な
い
方

・
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者

→

役
場
住
民
課
住
民
係

・
厚
生
年
金
加
入
者
、
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者

→

勤
務
先

②
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
ら
れ
た

方
・
国
民
年
金
加
入
者

→

役
場
住
民
課
住
民
係

・
厚
生
年
金
加
入
者

→

勤
務
先

問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

相
談
日

２
月
８
日(

金)

３
月
７
日(

金)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

ぬ
く
も
り
の
館

問
合
せ
先

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

住
民
課
住
民
係

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

西
太
刀
洗
駅
を
ご
利
用
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
20
年
１
月
下
旬
よ
り
甘
木

鉄
道
西
太
刀
洗
駅
の
駅
前
整
備
を

行
っ
て
ま
す
。
こ
の
計
画
は
平
成

14
年
２
月
に
都
市
計
画
道
路
と
併

せ
て
都
市
計
画
決
定
し
た
駅
前
広

場
で
す
。
歩
行
者
・
障
害
者
の
安

全
を
確
保
し
、
利
用
者
の
利
便
性

を
図
る
目
的
で
計
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
駅
前
駐
車
場
に
仮
設
道

路
を
設
け
、
奥
に
あ
る
駐
車
場
へ

の
進
入
路
舗
装
工
事
を
行
い
、
そ

の
後
、
駅
前
駐
車
場
を
駅
前
広
場

に
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
下
旬
よ
り
３
月

末
日
の
予
定
で
す
。
工
事
看
板

を
設
置
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
動
車
ご
利
用
の
方

は
、
工
事
開
始
以
降
は
奥
に
あ

る
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ

い
。
二
輪
車(

自
転
車
・
バ
イ

ク)

ご
利
用
の
方
は
、
現
在
の

駐
輪
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
駐
輪
場
の
整
備

も
行
い
ま
す
の
で
、
工
事
期
間

中
は
仮
設
駐
輪
場
を
設
け
ま
す

の
で
、
案
内
看
板
に
従
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

建
設
課
都
市
計
画
係

（
内
線
１
１
１
）
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平
成
20
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
特
別
便

65
歳
以
上
の
国
保
主(

世
帯
主)

の
保
険
税
は
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

75
歳
未
満
に

国
民
健
康
保
険
税
は

３
本
建
て
で
課
税

「ねんきん特別便」の流れ
「ねんきん特別便」が届いたら

確認はがきを返送 照会票を返送直接社会保険事務所へ

自 分 の 年 金 記 録 を 確 認

工
事
期
間

駐
車
施
設

甘
木
鉄
道
西
太
刀
洗
駅
前
広
場
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

訂正なし

年金受給者訂正あり

被保険者訂正あり



平
成
19
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
及
び
住
民
税（
町
県
民
税
）・
国

民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。
税
務
課
で
は
、
左

表
の
日
程
通
り
、
２
月
18
日(
月)

か
ら
３
月
17
日(

月)

ま
で
、
自
主

申
告
と
そ
れ
に
伴
う
相
談
を
行
い

ま
す
。

確
定
申
告
は
、
自
分
で
所
得
金

額
や
税
額
を
計
算
し
て
納
税
す
る

と
い
う「
申
告
納
税
制
度
」を
と
っ

て
い
ま
す
。

住
民
税
の
申
告
は
、
所
得
の
少

な
い
人
や
な
か
っ
た
人
も
、
市
町

村
が
適
切
な
課
税
を
行
う
た
め
に

申
告
が
必
要
で
す
。

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
人
に
は
、
事
前
に
、
申
告
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。
当
日
は
、

そ
の
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
例
年
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
20
歳
以
上
の
方
に
は

住
民
税
の
申
告
用
紙
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
申
告
の

方
法
を
一
部
変
更
し
て
お
り
、
申

告
案
内
状
の
み
送
付
を
い
た
し
ま

す
。税

務
署
で
の
確
定
申
告
と
納
税

は
お
早
め
に
、
大
刀
洗
町
で
の
申

告
は
決
め
ら
れ
た
期
日
に
各
会
場

で
正
し
く
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

一
般
の
人

・
昨
年
中
の
所
得
の
金
額
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人

・
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
を

営
ん
で
い
る
人

・
地
代
・
家
賃
・
配
当
収
入
、
不

動
産
の
売
却
な
ど
の
所
得
が
あ

る
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人

・
給
与
を
２
箇
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
大

刀
洗
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

役
場
へ
源
泉
徴
収
票
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人

※
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

年
金
の
み
で
、
か
つ
扶
養
が
な

い
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

①
印
鑑

②
平
成
19
年
中
の
所
得
が
証
明
で

き
る
も
の

・
給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
・
給
与
明
細
書

・（
事
業
所
得
の
あ
る
人
）収
支
が

明
ら
か
に
な
る
書
類
、
領
収
書

・（
農
業
所
得
の
あ
る
人
）別
途
記

載
※
事
業
所
得
及
び
農
業
所
得
の
あ

る
人
は
、
収
支
内
訳
書
を
会
場

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

（
平
成
19
年
中
に
大
刀
洗
町
に

転
入
し
た
人
の
み
前
居
住
地
の

市（
区
）役
所
・
町
村
役
場
か
ら

も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

④
国
民
年
金
納
付
証
明
書

（
問
合
せ
先
　
久
留
米
社
会
保
険

事
務
所
　
1
３
３
・
６
１
９
１
）

⑤
生
命
保
険
料
支
払
証
明
書

⑥
地
震
保
険
料
支
払
証
明
書

⑦
旧
長
期
保
険
料
支
払
証
明
書

（
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に

契
約
締
結
分
）

⑧
医
療
費
等
の「
領
収
書
・
明
細

書
」及
び
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
の
明
細
書（
事
前

に
集
計
を
す
る
こ
と
。）

⑨
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
、

「
身
体
障
害
者
手
帳
」等

※
精
神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
年

齢
65
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害

者
手
帳
が
な
い
人
は
、
健
康
福

祉
課
で「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
」の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
障
害
者
控
除
に
該
当
す
る

場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑩
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は「
被

害
を
受
け
た
資
産
の
証
明
書
」

「
写
真
」「
り
災
証
明
書
」「
修
繕

な
ど
の
請
求
書
・
領
収
書
」「
保

険
金
が
確
認
で
き
る
書
類
」な

ど
⑪
平
成
19
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

取
得
、
増
改
築
し
た
場
合
で
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は「
登
記
簿
謄
本
」「
住
民

票
の
写
し
」「
売
買
契
約
書
や
請

負
契
約
書
な
ど
の
書
類
」、
金

融
機
関
か
ら
交
付
さ
れ
た「
住

宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」

※
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
た
人
が
、
２
年
目
以
降

引
き
続
き
こ
の
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
税
務
署
が
発
行
す
る

「
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
証
明

書
」、
金
融
機
関
か
ら
の「
住
宅

取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」

⑫
本
人
の
通
帳
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の（
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
人
）

⑬
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ

て
き
た
人
は
、
そ
の「
申
告
書
」
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税
の
申
告
は
２
月
18
日
か
ら
で
す

町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

申
告
の
と
き
必
要
な
も
の



平
成
17
年
の
申
告
か
ら
、
農
業

経
営
者
の
す
べ
て
の
方
が
、
収
支

申
告
を
す
る
こ
と
と
な
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

「
収
支
計
算
の
方
法
」（
平
成
17
年

申
告
か
ら
）

収
入
金
額
－
必
要
経
費
＝
所
得
金
額

※
農
業
所
得
が
あ
る
人
は
全
て
対

象
者
に
な
り
ま
す

申
告
の
と
き
必
要
な
も
の

・
営
農
口
座
の
通
帳

（
農
協
以
外
の
販
売
が
あ
る
場

合
）販
売
仕
切
り
書
な
ど

・
必
要
経
費
の
領
収
書（
租
税
公

課
、
種
苗
代
、
肥
料
代
、
農
薬

費
、農
具
費
等
の
領
収
書
な
ど
）

※
申
告
の
際
、
混
雑
が
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
前
ま
で
に
収

入
金
額
と
必
要
経
費
の
整
理
を

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
２
月
18
日
・
19
日
・

20
日
・
21
日
・
22
日
の
５
日
間
を

指
定
期
日
と
し
て
、
申
告
会
場
で

税
務
署
に
よ
る
納
税
相
談
を
行
い

ま
す
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
や
株

式
等
の
譲
渡
・
先
物
取
引
、
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
人
は
、
校
区
に
か
か
わ
ら

ず
税
務
署
納
税
相
談
日
に
税
務
署

職
員
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
税
務
署
か
ら
案
内
が
あ
っ
た

人
も
、
指
定
期
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
は
、
久
留
米

税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
。

税
に
つ
い
て
の
問
合
せ

・
所
得
税
＝
久
留
米
税
務
署

（
1
３
２
・
４
４
６
１
）

・
住
民
税
＝
役
場
税
務
課

（
内
線
１
１
７
〜
１
１
９
）

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
関
す
る
税
務
署
で
の
相
談

や
申
告
の
受
付
は
２
月
18
日（
月
）

か
ら
で
す
が
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
、
１
月
４
日(

金)

か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

を
早
め
に
提
出
し
ま
す
と
、
税
金

の
還
付
も
早
く
な
り
ま
す
。
３
月

に
な
り
ま
す
と
、
大
勢
の
方
が
申

告
さ
れ
る
た
め
、
還
付
金
の
支
払

ま
で
に
１
ヵ
月
か
ら
２
ヵ
月
程
度

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
は
郵
送
等
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続
き
が

で
き
る
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム（
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｘ
）を
ご
利
用

さ
れ
る
と
大
変
便
利
で
す
。

（
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
際
は

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

詳
し
く
は
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

ま
た
は
、
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク（
1
０
５
７
０
・
０
１
５
９

０
１
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
1
０

３
・
５
６
３
８
・
５
１
７
１
）ま

で問
合
せ
先

久
留
米
税
務
署

1
３
２
・
４
４
６
１
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平成19年分申告指導日程表 

※午前中の来場者数が多いときには、11時より早い時間に受付を終了することがありますが
ご了承ください。 

※税務署から案内状が届いている人、土地や建物を売った人、株式等譲渡所得、住宅借入
金等特別控除等がある人は、行政区に関係なく、２月18日から２月22日の税務署納税相
談日に、税務署職員に申告してください。 
※上記以外の方は会場の混雑を避けるため、必ず決められた期日に各申告会場にて申告
してください。 
　やむをえず決められた期日に申告できない方は、なるべく同じ校区の日をご利用ください。 

校
区
名 

菊
池
校
区 

大
刀
洗
校
区 

本
郷
校
区 
大
堰
校
区 

全
町 

期　日 

 

2月18日（月） 

 

2月19日（火） 

 

2月20日（水） 

 

2月21日（木） 

 

2月22日（金）
 

 

2月25日（月） 

2月26日（火） 

2月27日（水） 

2月28日（木） 

2月29日（金） 

3月  3日（月） 

3月  4日（火） 

3月  5日（水） 

3月  6日（木） 

3月  7日（金） 

3月10日（月） 

3月11日（火） 

3月12日（水） 

3月13日（木） 

3月14日（金） 

3月17日（月） 

申告指導行政区名及び受付時間 

午前９～11時 

申告会場 
・ 

電話番号 

就業改善 

センター 

TEL 77・3879

南部 

コミュニティー 

センター 

TEL 77・2995

ふれあい 

センター 

TEL 77・0913

憩いの園 
大堰交流センター 
TEL 77・3933

ぬくもりの館 

（役場東側） 

TEL 77・0101

午後１～４時 

山 　 　 　 　 　 隈  

税 務 署 納 税 相 談  

北 　 　 鵜 　 　 木  

税 務 署 納 税 相 談  

北 　 　 山 　 　 隈  

税務署納税相談（譲渡所得含む） 

西 　 大 　 刀 　 洗  

税務署納税相談（譲渡所得含む） 

下 　 　 高 　 　 橋  

税 務 署 納 税 相 談  

高　        樋 

上 　 　 高 　 　 橋  

鵜　　木 中　　川 

今 

東 　 　 本 　 　 郷   

南 　 　 本 　 　 郷   

西 　 　 本 　 　 郷   

栄　　田 甲　　条 

稲　　数 春　　日 

西 　 　 栄 　 　 田   

 

西　　原 守　　部 

菅 　 　 　 　 　 野   

冨 　 　 　 　 　 多   

予 　 　 備 　 　 日   

予 　 　 備 　 　 日   

鳥　　飼 高食・床島 

－

－

－－

農
業
所
得
者
の
み
な
さ
ん
へ

税
務
署
に
よ
る
出
張
納
税
相
談

早
い
提
出
・
早
い
還
付

－



昔
、
物
の
な
い
時
代
に
は
、

ご
み
も
何
か
と
再
利
用
す
る
仕

組
み
が
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、

物
が
あ
ふ
れ
大
量
消
費
社
会
と

な
っ
た
現
在
で
は
、
膨
大
な
量

の
ご
み
処
理
に
、
大
掛
か
り
な

施
設
を
整
備
し
た
り
収
集
運
搬

す
る
た
め
多
額
の
経
費
を
要
し

て
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
で
も
、
朝
倉
市
・

筑
前
町
・
東
峰
村
・
久
留
米
市

北
野
町
と
と
も
に「
甘
木
・
朝

倉
・
三
井
環
境
施
設
組
合
」（
以

下
、「
組
合
」）を
組
織
し
、
筑
前
町

栗
田
に
廃
棄
物
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー「
サ
ン
ポ
ー
ト
」を
建
築
し
、

高
温
ガ
ス
化
直
接
溶
融
炉
に
よ

る
処
理
の
ほ
か
各
種
資
源
化
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
け
る
大
刀

洗
町
の
組
合
へ
の
負
担
金
は
１

億
６，

６
２
４
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
業
者
へ
の
ご
み

回
収
委
託
や
ご
み
袋
作
成
費
な

ど
、
そ
の
他
大
刀
洗
町
が
ご
み

処
理
に
要
す
る
経
費
を
合
計
す

る
と
、
２
億
５，

１
７
５
万
円

に
達
し
ま
す
。

こ
の
財
源
の
88
％
に
あ
た
る
２

億
２，

１
８
８
万
円
は
地
方
交
付

税
や
町
民
税
な
ど
の
一
般
財
源
で

ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
購
入
す
る
ご
み
袋
に
よ

る
収
入
は
財
源
の
12
％
で
２，

９

８
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
末
の
町
人
口
は

１
５，

６
３
６
人
で
す
の
で
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
１
万
６

千
円
の
処
理
費
を
要
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
18
年
度
の
ご
み
排

出
量
は
３，

８
０
８
ｔ
と
な
っ
て

お
り
、
一
人
当
た
り
換
算
で
２
４

３
㎏
と
な
り
ま
す
。

町
税
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
国
の
地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
の
減
少
な
ど
、
町
の
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
、

無
制
限
に
ご
み
対
策
経
費
を
投
入

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

限
り
あ
る
資
源
と
資
金
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
ご
み
を
「
捨

て
る
社
会
」か
ら「
出
さ
な
い
社
会
」

へ
、
私
た
ち
の
行
動
や
意
識
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
犬
の
徘
徊
が
通
報
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
条
例
で
は
犬
の
放

し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
す
れ
ば
懲
役
や
罰
金
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
徘
徊
犬
を
見

つ
け
た
場
合
、
保
健
所
に
通
報
す

れ
ば
直
ち
に
捕
獲
に
出
動
し
ま

す
。（
連
絡
先：

久
留
米
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
1
３
０
・
１
０
４
７
）

こ
れ
は
、
犬
は
人
を
傷
つ
け
る

危
険
性
が
あ
り
、
時
と
し
て
近
接

す
る
子
供
な
ど
の
弱
者
に
無
用
な

恐
怖
心
を
与
え
た
り
す
る
か
ら
で

す
。
当
然
な
が
ら
、
散
歩
す
る
と

き
に
放
し
飼
い
す
る
こ
と
も
禁
止

で
す
。

ま
た
、
公
園
や
子
供
た
ち
の
通

学
路
及
び
田
畑
な
ど
で
犬
の
フ
ン

放
置
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

県
条
例
で
も
、
犬
の
排
泄
物
回

収
は
飼
主
の
義
務
と
し
て
い
ま
す

が
、
放
置
さ
れ
た
犬
の
糞
尿
は
地

域
の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
ハ
エ
や
悪
臭
、
寄
生
虫
や
細

菌
の
発
生
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
と
環
境
衛
生
を
考

慮
し
、
飼
主
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

住
民
皆
様
の
文
化
活
動
等
の

拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
内

の
校
区
セ
ン
タ
ー（
憩
い
の
園

大
堰
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
・
南
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
）の
使
用
申
込
を
受

け
付
け
ま
す
。

特
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で

定
期
的
に
使
用
さ
れ
て
あ
る
団

体
は
、
早
急
に
講
師
や
会
員
と

日
程
な
ど
調
整
さ
れ
、
申
し
込

ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
受
付
で
き
る
期
間
は

４
月
〜
９
月
ま
で
の
６
ヵ
月
分

で
す
。

な
お
、
申
込
受
付
は
先
着
順

と
い
た
し
ま
す
。

受
付
日
時

２
月
18
日(

月)

〜

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所

総
務
課
企
画
係
及
び
支
所

持
参
す
る
も
の

印
鑑
及
び
使

用
料
金（
前
金
払
い
制
）

問
合
せ
先

総
務
課
企
画
係

（
内
線
１
０
６
・
１
０
７
）
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大
刀
洗
町
の
ご
み
事
情

「
捨
て
る
」か
ら「
出
さ
な
い
」へ

犬
の
フ
ン
回
収
は
飼
主
の
義
務

犬
の
飼
主
が
守
る
べ
き
マ
ナ
ー

筑前町栗田で稼動中のサンポート

ご
み
処
理
経
費
と
し
て

２
億
５
千
万
円

犬
の
放
し
飼
い
は

違
法
で
す

平
成
20
年
度
の

校
区
セ
ン
タ
ー

使
用
申
込
受
付
開
始

支出総額　2億5,175万円 

ごみ処理に関する収支内訳  
（平成18年度決算） 

支　出 

ごみ収集委託料 
7,825万円 

ごみ袋作成費463万円 

その他263万円 

ごみ処理施設負担金 
16,624万円 

収　入 

ごみ袋代 
2,987万円 

一般財源 
22,188万円 



１
月
13
日(

日)

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
大
刀
洗
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
男
性
112
名
、
女
性
108

名
の
計
220
名
で
す
。

式
典
は
、
国
歌
斉
唱
、
町
長
式
辞
、
教
育
長

挨
拶
、
記
念
品
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
、
成
人
者
代

表
誓
い
の
こ
と
ば
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
成
人
者
代
表
と
し
て
、
白
石
義
宏
さ
ん

（
東
本
郷
）が
、「
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
大
刀
洗

町
が
大
好
き
で
す
。
自
分
の
原
点
は
大
刀
洗
に

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
本
当
の
意
味
で
の
大

人
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。」ま
た
、
富

松
裕
美
さ
ん（
菅
野
）は
、「
中
学
、
高
校
で
培
っ

た
忍
耐
力
・
精
神
力
・
前
向
き
な
気
持
ち
を
糧

に
、
自
分
の
信
じ
る
道
を
自
分
自
身
の
意
思
で

私
ら
し
く
進
ん
で
い
き
ま
す
。」と
宣
誓
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
を
し
、
会
場
を
２

階
展
示
ホ
ー
ル
に
移
し
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
恩
師
や
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
、
中
学
校
当
時
の
話
や
写
真
撮
影
な
ど

で
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

新成人の将来の夢・目標（12名）

7 H20.2 広報たちあらい

記念品を受け取る
野瀬めぐみさん

よっ　久し振り

白石義宏さん富松裕美さん

大きな希望を胸に、大人の仲間入り大きな希望を胸に、大人の仲間入り
平成20年大刀洗町成人式

大石先生、実は… 恩師と久しぶりの再会 彼氏できた？

吉田　明美さん（下高橋）
英語を生かせる仕事に
つきたい

安丸　健太郎さん（山隈）
４年で大学卒業

富松　裕美さん（菅野）
笑顔いっぱいの薬剤師

實藤　和彦さん（北山隈）
温かい家庭を作りたい

森田　徹さん（甲条）
社会貢献したい

横山　いずみさん（高樋）
小学校の先生になる

江藤　瑠維さん（南本郷）
自慢のパパ

手嶋　三奈美さん（北鵜木）
少しでも社会に貢献
できる大人になる

石丸　慎也さん（高樋）
立派な大人になりたい

野口　綾香さん（菅野）
立派な大人になりたい

船木　竜児さん（山隈）
かっこいい大人
車体整備士

山見　有穂さん（南本郷）
パティシエになり、
お店を大刀洗に出す



◆材料（１人分）
よもぎの葉 １株
ウドの若い芽 １枚
たらの芽 ２本
コシアブラ ２枚
卵 1/4個

水 1/4カップ
小麦粉 1/4カップ
片栗粉 小さじ１
ダイコンおろし 大さじ２
天つゆ 1/4カップ
揚げ油 適量

カロチンが多く、ビタミンB1、ビタミンB2、ビタミンC、カルシウム、鉄分も比較的多い山菜には、あくの
強いものが多いので、重曹や灰汁などを利用してあくを抜いてから食べます。
また、間違って食べると中毒を起こす毒草もあるので注意が必要です。近頃、栽培されるようになった山菜

は、野菜として扱われることもあります。

◇作り方
①よもぎの葉、ウドの若い芽、タラノメ、コシアブラは良く洗っ
て水気をきる。
②卵はときほぐして水を混ぜ、小麦粉、片栗粉を加え、さっくり
混ぜて衣を作る。
③揚げ油を160℃に熱し、①に②の衣をつけてカラッと揚げる。
④器に盛り、てんつゆなど好みのものを添える。

ポイント
ダイコンおろしなど添えるとにがみをけすことができます。
また、ふきのとうなどは若い芽のときには揚げた方がよく、酢

味噌で和えてもおいしい（にがみが好きな人）。
山菜のてんぷら

ヘルシー料理

広報たちあらい H20.２ ８

今回は塩分です。塩分は体の外に出るから良いと思われがちですが、体の中では困ったことがおきています。
塩分を余計に採ると、喉が渇き水分を採ることで体内の血液量は増えます。そうすると、心臓や腎臓の仕事が増
えてしまい大変です。日頃から「うす味」をこころがけましょう。

食生活を見直しましょう



９ H20.２ 広報たちあらい

一
時
保
育
（
い
ち
じ
ほ
い
く
）

保
護
者
の
急
な
用
事
や
求
職
、
ま
た

は
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
時
等
、
短
時
間(

半
日
・
一

日
単
位
で)

保
育
を
す
る
制
度
が
一
時
保

育
で
す
。

◎
保
育
日
時

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
利
用
料
（
年
令
は
４
月
１
日
現
在
）

３
才
未
満
児

半
日
　
１，

５
０
０
円

一
日
　
３，

０
０
０
円

３
才
以
上
児

半
日
　
１，

０
０
０
円

一
日
　
２，

０
０
０
円

※
４
時
間
以
内
が
半
日
、
４
時
間
超
え

る
と
一
日
料
金
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
料
に
は
食
費
が
含
ま
れ
ま
す
。

※
事
前
に
登
録
し(

乳
幼
児
医
療
証
が

要)

利
用
希
望
の
前
日
午
後
５
時
ま
で

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

広
場
ち
ゃ
お

(

月
・
水
・
金
曜
日
／
第
１
・
３
土
曜
日)

午
前
10
時
〜
正
午

広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ(

毎
週
火
曜
日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

親
子
あ
そ
び(

ゲ
ー
ム
で
あ
そ
ぼ
う)

子
育
て
講
座

18
日(

月)

「
ち
ゃ
お
ち
ゃ
お
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

参
加
費
５
０
０
円
を
当
日
集
め
ま

す
。託

児
を
し
ま
す
の
で
13
日(

水)

ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
場
の
あ
そ
び
は
お
休
み
で
す
。

「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
あ
そ
び
」

３
月
13
日(

木)

予
定

講
師
　
　
阿
部
由
美
先
生

椛
島
里
子
先
生

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 No.17

牛乳パックで作ったサイコロ

 

 

 



児
童
書

「
５
さ
い
っ
て
た
い
へ
ん
　
ど
う
や
っ
て

ぼ
く
を
そ
う
じ
ゅ
う
す
る
か
」

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
リ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
　
文

ロ
ー
ラ
・
コ
ー
ネ
ル
　
絵

も
り
べ
　
ち
か
　
訳

５
歳
児
の
心
理
を
描
い
た
、
爆
笑
の

絵
本
で
す
。
５
歳
児
に
携
る
大
人
必

見
！
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
が
読
ん
で
も

共
感
で
き
る
絵
本
で
す
。

バ
ベ
ル
プ
レ
ス
　
刊

広報たちあらい H20.２ 10

12
月
22
日(

土)

に
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
〝
大
刀
洗
お
話

し
隊
〞
に
、
か
わ
い
い
絵
本
、
す
て

き
な
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
や
紙
芝
居

を
上
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
、

会
場
に
来
て
く
れ
た
お
友
達
は
と
て

も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

日
時

２
月
９
日(

土)午
後
２
時
〜
３
時

会
場

お
話
し
会
コ
ー
ナ
ー

内
容

す
て
き
な
お
話
し
　

か
る
た
取
り

表
彰
式

対
象

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
。

年
齢
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し

ま
す
。

一
般
書

「
福
岡
県
の
不
思
議
事
典
」

半
田
隆
夫
　
堂
前
亮
平
　
編

博
多
ど
ん
た
く
の
起
源
と
は
？
博
多

で
発
せ
ら
れ
た
「
宣
教
師
追
放
令
」
と

は
？
「
万
葉
集
」
に
福
岡
県
に
関
す
る

歌
が
多
い
の
は
な
ぜ
？
山
鹿
貝
塚
の
女

性
人
骨
に
は
な
ぜ
胸
骨
が
な
い
の
か
？

福
岡
県
人
も
知
ら
な
い
福
岡
県
194
の

謎
。

新
人
物
往
来
社
　
刊

たんけんライトシリーズ１　恐竜たんけん
／クロード・デラフォッス

かわべのトンイとスニ／キム　ジェホン
さてさてきしゃは　はしります…

／ウィリアム・ビー
おりがみとあきばこでのりもの／いまい　みさ
ウォートンとカラスのコンテスト

／ラッセル　Ｅ．エリクソン
ネーネ。／海老名　香葉子
犬たちがくれた音　聴導犬誕生物語／高橋　うらら
ジュノー　絵本版／津谷　静子
見てごらん！名画だよ／マリー・セリエ
サイエンスコナン　名探偵の不思議／青山　剛昌

児

童

書

商人龍馬／津本　陽
覇の刺客　真田幸村の遺言／鳥羽　亮
靖国への帰還／内田　康夫
星へ落ちる／金原　ひとみ
親の品格／坂東　眞理子
花粉症の最新治療／斎藤　洋三
やせるヒントは脳にある／瀬野　文宏
もらってハッピーかわいいモテチョコ

／成美堂出版
サブプライム金融危機／みずほ総合研究所
見てわかる地球環境2008-2009地球の悲鳴が聞
こえる／日経ナショナルジオグラフィック社

合計446冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 

２月・３月の休館日 

    

　 　 　　　 　　　 　 2/1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 3/1 

２ ３ ４ ５ ６ ７ 8 

ク
リ
ス
マ
ス
会

か
る
た
会
の
お
知
ら
せ毎週土曜日午後２時～２時30分

お話会開催！

絵本こびとのくつやかみしばい素敵なリースできました

昨年のかるた会の様子



11 H20.２ 広報たちあらい

弥生時代後期（約1800年ぐらい前）の本郷野開
のびらき

遺

跡の集落では、竪穴住居をつくり人々は生活していま

したが、地面に柱を立てる穴を掘り、建物を建てた

「掘立柱
ほったてばしら

建物」もいくつか発見されています。その中

でも特徴的なものに、周囲を溝で囲んだ掘立柱建物が

ありました。掘立柱建物の規模は2.9～3.0ｍ×3.4～

3.6ｍで、６本の柱穴が見つかりました。柱の直径は

10～14㎝ほど。溝は幅1ｍ前後で、長軸7.8ｍ、短軸

6.6ｍの隅の丸い長方形の範囲を囲み、深さ40㎝ほど

が残っていました。溝からは土器群が出土しましたが、

特別なものではありませんでした。春日市などでは、

同じような遺構から青銅製品の工房と推定されるもの

も見つかっていますが、本郷野開遺跡では、何のため

に使われたのかはナゾです。他にも、溝で円く囲った

遺構はいくつかあります。私たちの祖先の“本郷野開

ヤヨイ村”での生活はまだまだよくわかっていません。

近い将来新たな発見があるかもしれません 。

第22回　弥生時代の大刀洗（4）

溝で囲まれた掘立柱建物（黒い部分が柱穴）

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
左
図

の
道
路
を
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

大
会
当
日
の
通
行
に
つ
い
て
は
誘

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

２
月
10
日(

日)

午
前
９
時
〜
12
時
頃
ま
で

場
所

大
刀
洗
町
役
場
西
側
周
辺

※
参
加
申
込
み
受
付
は
終
了
し

ま
し
た
。
大
会
当
日
の
申
込
み

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

ひ
ば
り
ロ
ー
ド
ふ
れ

あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

1
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

国
、
県
、
そ
し
て
大
刀
洗
町
で

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
・
交
流
の
場
と
し
て
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
育
成

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
住
民
の
皆
様
に
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

２
月
24
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

展
示
ホ
ー
ル

講
師

ク
ラ
ブ
レ
ッ
ツ
代
表

榎
　
敏
弘
氏

内
容

（仮）
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
つ
い
て

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課

1
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

第
17
回
ひ
ば
り
ロ
ー
ド 

　 

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ 

  

ク
ラ
ブ
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
を 

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す 



「もぐら打ち」
青少年育成菊池校区民会議伝統行事部

三井支部消防出初式

五穀豊穣・無病息災を祈願して左義長

「大人が変われば子どもも変わる」
福岡県青少年育成県民会議「筑後北地区研修大会」

広報たちあらい H20.２ 12

大刀洗ドリームセンター玄関に高さ２ｍの門松が飾られました。これ
は、教育委員会の嘱託職員が３年前から毎年材料を調達して造ってあり
ます。新成人の皆さんに自分なりのお祝いをしたいというのがきっかけ
だそうです。成人式で久々に再会した友達と門松をバックに「はいポー
ズ」という光景もありました。何気ない温かな心づかいが、新しく大人
の仲間入りをした若者に明日への「夢と希望」を与えたことでしょう。

手作りの門松で成人おめでとう

１月14日(月)三井消防署三井出張所で三井支部消防出初式が開催
されました。大刀洗町消防団90名、三井消防署などから参加があり、
福岡県消防協会長表彰、福岡県民火災共済生活協同組合感謝の授与
がありました。
ポンプ操法大会で優勝した第３分団が展示操法を、三井消防署員

が江戸時代の手引腕用ポンプによる消火訓練や梯子乗りなどの消火
活動を披露され、場内から多くの拍手が送られました。

１月13日(日)目北橋の河川敷で、子供からお年寄りまで約60人が集
まり、西栄田地区の左義長が行われました。女竹・わら・縄を使い
「モグラたたき」を作りました。また持ち寄ったしめ縄飾りや、わら
を中に組み込み、周りを竹で囲んで立派なやぐらが完成しました。
６年生がやぐらに点火すると、火は燃え広がり縄飾りについた年神
様を天上にお送りし、今年の無病息災を約束するかのように、竹はバ
ンバンと音をたてて勢いよく燃え上がりました。

１月12日(土)に「もぐら打ち作り」を行い、１月15日(火)の早朝、
天候にも恵まれ、菊池小学校で全校生徒が参加して、「もぐら打ち」
が行われました。
今年１年の五穀豊穣、家内安全を祈る地域行事です。「“のきだれ”

“けだれ”“うちまかせ”」のかけ声とともに、１・２年生の低学年も
元気に参加し、「ポーンポーン」と心地よい音が運動場いっぱいに広
がりました。

心のこもった立派な門松

活動報告をする矢永さん

みんなで協力して作ったやぐら

古式消火活動を披露

伝統行事を受け継いでいく児童達

昨年12月22日(土)大刀洗ドリームセンターにおいて、近隣市町の青少年
育成に携わる方々約500人の参加のもと開催されました。
大堰アンビシャスの矢永美和さんが「アンビシャスから見えるもの」と
題して、日々の実践活動報告をされました。
また、西日本新聞社の安武信吾氏が、昨今の大学生の食生活の実態調査
報告、食と病の関係等、食の現状と問題点や社会とのつながりについて講
演されました。



13 H20.２ 広報たちあらい

第
16
回
筑
後
吉
井
の

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

初
午
祭

風
浪
宮
大
祭

う
き
は
の
酒
蔵
開
き
「
酒
楽
祭
」

期
日

２
月
８
日(

金)

〜
11
日(

月)

会
場

風
浪
宮
・
大
川
公
園

「
お
ふ
う
ろ
う
さ
ん
ま
つ
り
」
で
親

し
ま
れ
て
い
る
筑
後
三
大
ま
つ

り
の
ひ
と
つ
。
裸
ん
行(

２
月
８

日
の
前
夜
祭
）、
流
鏑
馬
、
風
浪
勝

運
太
鼓
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
２
月
９
日(

土)

〜
11
日(

月)

は

西
鉄
柳
川
駅
か
ら
参
拝
直
行
無

料
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

風
浪
宮
社
務
所

1
０
９
４
４
・
８
７
・
２
１
５
４

第
16
回
小
郡
音
楽
祭

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
in
お
ご
お
り
」

日
時

２
月
10
日(

日)

午
前
10
時
開
演
予
定

会
場

小
郡
市
文
化
会
館

「
出
会
い
・
愛
・
夢
　
そ
し
て
…
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
「
声
の
祭

典
」
で
す
。
33
団
体
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
小
郡
に
響
き
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

小
郡
市
生
涯
学
習
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係

1
７
２
・
２
１
１
１

期
日

２
月
11
日(

月)

会
場

い
そ
の
さ
わ
酒
造

及
び
周
辺

新
酒
の
試
飲
、
酒
蔵
の
見
学
、

ち

く

ご

路

か

わ

ら

版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞h

ttp
://w

w
w
.k
ttn
e
t.c
o
.jp
/k
u
ru
m
e
-k
o
ik
i/

期
日

２
月
10
日(

日)

〜４月
３
日(

木)

会
場

白
壁
通
り
他

江
戸
時
代
か
ら
平
成
ま
で
の
お

ひ
な
さ
ま
と
白
壁
土
蔵
の
町
並
み

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特
別
企
画
①
和
服
で
め
ぐ
る

「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
」
＝
３
月
の

毎
週
日
曜
日(

居
蔵
の
館
で)

、
着
物

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ参加

者
募
集

期
日

４
月
19
日(

土)

〜
20
日(

日)

会
場

久
留
米
市
中
央
公
園
発
着

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ
は
国
際

大
会
と
し
て
行
わ
れ
、
２
日
間

と
も
５
、
10
、
20
、
40
㎞
の
４

コ
ー
ス
を
自
然
や
歴
史
に
触
れ
な

が
ら
歩
き
ま
す
。
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

参
加
料

大
人
＝
１，

５
０
０
円

(

２，

０
０
０
円)

、
小
学
生
〜
高

校
生
＝
７
０
０
円
（
１，

０
０

０
円)

※
４
月
18
日(

金)

ま
で
に
申
し
込
ん

だ
場
合
。(

)

内
は
当
日
参
加
の
場

合
。
１
日
参
加
も
２
日
参
加
も
同
額

申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
む
。
郵
便

振
替
も
可

問
合
せ
先

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ

実
行
委
員
会
事
務
局

1
３
１
・
１
７
７
７

FAX
３
１
・
３
２
１
０

期
日

２
月
12
日(

火)

会
場

黒
岩
稲
荷
神
社

（
小
郡
市
三
沢
）

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
敗
退
し
た
平

家
一
門
の
慈
禅
尼
が
岩
穴
に
隠
れ

て
霊
を
祀
っ
た
と
い
う
歴
史
を
も

つ
黒
岩
稲
荷
神
社
。
そ
の
境
内
で
、

毎
年
２
月
の
初
午
の
日
に
行
わ
れ

る
伝
統
行
事
で
す
。
神
前
に
紅
白

の
餅
や
鯛
、
米
な
ど
が
供
え
ら
れ
、

多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

小
郡
市
観
光
協
会

1
７
２
・
４
０
０
８

特
産
品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
お
楽
し
み
福
引
な
ど
の

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

問
合
せ
先

浮
羽
町
商
工
会

1
０
９
４
３
・
７
７
・
２
２
３
９

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
７
５
０
９

と
着
付
け
は
、
き
も
の
の
似
合
う

町
づ
く
り
の
会
で
準
備
し
ま
す
。

②
第
２
回
白
壁
小
町
着
物
こ
ん

て
す
と
＝
３
月
20
日(

木
・
祝)

午
後

１
時
よ
り
、
白
壁
通
り
周
辺
、
参

加
無
料
で
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会

吉
井
支
局

1
０
９
４
３
・
７
６
・
３
９
８
０

FAX
０
９
４
３
・
７
６
・
４
０
３
９

利用権設定の特色 申請手続き

貸し手のメリット
・貸した農地は、期限が来れば必ず返ってきます。
・また、再設定をすることにより、継続して貸すこと
もできます。

借り手のメリット
・農地を買わずに経営規模を拡大する事ができます。
・利用権設定期間中は、安心して耕作ができます。
・また、再設定をすることにより継続して借りること
もできます。

２月１日(金)～２月29日(金)までに
原則として貸し手と借り手の両者がそろって役場農
業委員会に来て手続きをしてください。
また、平成20年５月末で利用権設定の期間が終了
する貸し手及び借り手の方には、役場から期間満了
の通知をします。再設定をされる場合も同様に農業
委員会にて手続きをしてください。
なお、申請された利用権設定は、５月の農業委員
会で審議され、平成20年６月１日からの設定になる
予定です。

・「農地を貸したい」「農地を借りたい」と考えておられる農家の方は、農業委員に相談してください。
・農業委員が貸し手と借り手の仲介をします。
・農地の売買をお考えの方もお気軽に相談してください。
※契約される場合、貸し手の申請者は、所有者の方です。未相続等の農地は相続人全員の同意が必要です。
※詳しいことは、地元農業委員や農業委員会（内線１１３）までお尋ねください。



期
日

２
月
16
日(

土)

〜４月
６
日(

日)

特
別
展
「
人
の
か
ら
だ
＋

脳
内
　
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

〜
あ
そ
ん
で
　
さ
ぐ
る
　

人
体
の
ふ
し
ぎ
〜

広報たちあらい H20.２ 14

実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
の
参
加

青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
国
際
青
年
育
成
交
流

・
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

・
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

・
世
界
青
年
の
船

・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

募
集
期
間(

予
定)

２
月
15
日(

金)

〜
３
月
24
日(

月)

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
生
活

労
働
部
　
青
少
年
課
　
育
成
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
６

http://w
w
w
.cao.go.jp/K

oryu/

内
閣
府
で
は
、
平
成
20
年
度
に

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
20
年
度
町
内
４
小
学
校
及

び
中
学
校
の
入
学
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
該
当
者
の
方
に
は

２
月
上
旬
に
入
学
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、当
日
学
校
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

〔
小
学
校
〕
４
月
10
日(

木)

午
前
10
時

〔
中
学
校
〕
４
月
９
日(

水)

午
前
10
時

会
場

町
内
小
・
中
学
校
体
育
館

・
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
保
護

者
の
代
理
人
が
付
き
添
い
の
上
、

入
学
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
次
の
理
由
で
就
学
で
き
な
い
児

童
、
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
教

育
委
員
会
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｒ
Ｋ
Ｂ
テ
レ
ビ
「
今
日
感
テ
レ

ビ
」「
探
検
！
九
州
」
や
ラ
ジ
オ

で
お
な
じ
み
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
上
野
敏
子
さ
ん
を
講
師
に
、

朗
読
の
基
本
と
そ
の
楽
し
み
に
つ

い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

中
・
高
校
生
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
こ
の
機
会
に
上
野
敏
子
さ
ん
と

一
緒
に
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
２
日(

日)

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

場
所

ぬ
く
も
り
の
館(

役
場
東
側)

募
集
人
員

20
名
程
度

参
加
費

無
料

申
込
締
切

２
月
29
日(

金)

申
込
・
問
合
せ
先

大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
７
７
・
４
８
７
７

平
成
19
年
５
月
９
日(

水)

か
ら
無

料
開
放
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
未
使

用
回
数
券
の
払
い
戻
し
終
期
が
次

の
と
お
り
で
す
。
早
め
に
払
い
戻

し
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

払
い
戻
し
終
期

平
成
20
年
３
月
31
日(

月)受
付
分
ま
で

会
場

福
岡
・
佐
賀
両
県
道
路
公

社
本
社(

郵
送
で
も
受
付
可)

受
付
時
間

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で

支
払
方
法

口
座
振
込
の
み

問
合
せ
先

福
岡
県
道
路
公
社
業
務
推
進
課

〒
８
１
２
・
０
０
４
６

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
・
50

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
４
Ｆ

1
０
９
２
・
６
４
１
・
０
１
０
３

佐
賀
県
道
路
公
社
経
営
管
理
課

〒
８
４
０
・
０
０
４
１

佐
賀
市
城
内
１
・
６
・
５

県
庁
南
別
館
西
庁
舎
４
Ｆ

1
０
９
５
２
・
２
５
・
２
０
５
０

町
内
小
・
中
学
校
入
学
式

鳥
栖
筑
紫
野
道
路
の

回
数
券
払
い
戻
し

ス
ト
ッ
プ
非
行
県
民
運
動

取
組
事
例
発
表
会

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

朗
読
研
修
会
の
開
催

日
時

２
月
７
日(

木)

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で

会
場

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

８
０
３
会
議
室

入
場
料

無
料

問
合
せ
先

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
指
導
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
の
実
施

毎
年
、
国
民
の
１
０
０
人
に

一
人
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷

す
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
一
昨
年
来
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
死
亡
事
故
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
生
活
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
合
で
、

交
通
安
全
に
対
す
る
国
民
の
意

識
を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
国

民
運
動
と
し
て
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
を
設
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
交
通
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運
転
を
撲
滅

し
ま
し
ょ
う
。

実
施
日

２
月
20
日(

水)

及
び

４
月
10
日(

木)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

日
時

２
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
の
土
曜
日
　
午
前
11

時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象

入
館
者

内
容

２
月
２
日
「
コ
ッ
プ
コ
ー

ス
タ
ー
」、
９
日
「
リ
ン
グ
飛
行

機
」、

16
日
・
23
日
「
葉
脈
し

お
り
」

定
員

50
名(

随
時
受
付
け
）

参
加
料

１
人
50
円(

入
館
料
は
必

要)

申
込

な
し(

２
階
実
験
室
に
直

接
）

(1)
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
就
学
で

き
な
い
と
き
。

(2)
他
の
私
立
学
校
、
国
立
学
校
等

に
入
学
さ
れ
る
と
き
。(

入
学
承

諾
書
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
入

学
通
知
書
、
印
鑑
を
教
育
委
員

会
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。)

・
相
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
指
定
学

校(

小
学
校)

を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

学
校
教
育
課

(

内
線
８
０
１
・
８
０
２
）
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志
願
資
格

①
両
眼
の
視
力
が
概
ね
0.3
未
満

の
も
の
、
ま
た
は
視
力
以
外

の
視
機
能
障
害
が
高
度
の
も

の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
の
使

用
に
よ
っ
て
通
常
の
文
字
、

図
形
等
の
視
覚
に
認
識
が
不

可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な

程
度
の
も
の
。

②
本
県
に
在
住
し
、
平
成
14
年
４

月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

募
集
期
間２

月
１
日(

金)

〜
14
日(

木)

募
集
定
員

若
干
名

選
考
日
時

３
月
６
日(

木)

午
前
10
時
〜
正
午

検
査
内
容
　
面
接
他

合
格
発
表

３
月
17
日(

月)

問
合
せ
先

柳
河
盲
学
校

1
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３

FAX
０
９
４
４
・
７
３
・
６
２
９
１

推
薦
・
一
般
入
試

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
　
各
50
名

応
募
資
格

高
校
卒
業
者(

卒
業
見
込

福
岡
県
柳
河
盲
学
校

幼
稚
部
入
学
志
願
者
募
集

日
時

３
月
２
日(

日)

夜
の
部午

後
６
時
開
場

午
後
６
時
30
分
開
演

会
場

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

入
場
料

前
売
券
３，

０
０
０
円

当
日
券
３，

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

大
刀
洗
町
教
育
委
員
会
窓
口

主
催

大
刀
洗
町
文
化
事
業
協
会

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課

1
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

資
格

男
女
問
わ
ず

勤
務
時
間

週
２
日
〜
週
４
日

平
日
　
午
後
３
時
〜
６
時
30
分

土
曜
・
長
期
休
み

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

(

う
ち
５
時
間
程
度
）

時
給

７
０
０
円
〜
７
５
０
円

応
募

履
歴
書(

写
真
付
）
郵
便
に

て
、
お
っ
て
面
接
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。(

有
資
格
者
歓
迎)

申
込
先

大
刀
洗
町
本
郷
８
９

９
・
１
　
大
刀
洗
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
内
　
本
郷
学
童
キ
ッ

ズ
フ
ァ
イ
ト
ク
ラ
ブ

問
合
せ
先

代
表
者
中
島
真
由
美

1
０
９
０
・
５
７
２
９
・
６
１
０
９

(

午
後
７
時
〜
９
時)

学
童
保
育
所
指
導
員
募
集

会
場

特
別
展
示
室

対
象

制
限
な
し

内
容

人
の
体
内
や
脳
内
の
不
思

議
を
、
き
も
か
わ
博
士
と
い
っ

し
ょ
に
さ
ぐ
ろ
う
！

参
加
料

無
料(
入
館
料
は
必
要
）

申
込

な
し

問
合
せ

〒
８
３
０
・
０
０
０
３

久
留
米
市
東
櫛
原
町
１
７
１
３

1
３
７
・
５
５
６
６

平
成
20
年
度
朝
倉
高
等
学
校

定
時
制
課
程
生
徒
募
集

募
集
人
員

非
常
勤
嘱
託
　
１
名

任
用
期
間

４
月
１
日
か
ら
１
年

（
勤
務
評
価
有
り
、
再
雇
用
可
）

勤
務
先

町
内
小
学
校

給
与

月
額
１
４
５，

０
０
０
円

応
募
資
格

年
齢
・
男
女
は
不
問

（
60
歳
定
年
）

提
出
書
類

市
販
の
履
歴
書
１
通

申
込
締
切

２
月
29
日(

金)
※
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文（
内
容

は
後
日
通
知
）

申
込
・
問
合
せ
先

学
校
教
育
課

1
７
７
・
２
６
７
０（
内
線
８
０
２
）

〒
８
３
０
・
１
２
９
８

大
字
冨
多
８
１
９

平
成
20
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

嘱
託
職
員
募
集

（
小
学
校
用
務
員
）

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

「
水
質
検
査
計
画
（
案
）」

へ
の
ご
意
見
募
集

水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査

に
つ
い
て
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
、

検
査
計
画
を
作
成
し
、
公
表
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
大

刀
洗
町
へ
水
道
用
水
を
供
給
し
て

い
る
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団

で
は
、
平
成
20
年
度
に
行
う
水
質

検
査
計
画(

案)

を
公
表
し
、
皆
様
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
本
計
画(

案)

は
、
大
刀

洗
町
総
務
課
、
三
井
水
道
企
業
団

及
び
県
南
広
域
水
道
企
業
団
の
窓

口
、
並
び
に
県
南
広
域
水
道
企
業

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
皆
様
の
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
期
間

２
月
１
日(

金)

〜
２
月
28
日(

木)

問
合
せ
先

福
岡
県
南
広
域
水
道

企
業
団
水
質
セ
ン
タ
ー

1
２
７
・
１
５
６
３

FAX
２
７
・
１
７
９
５

http://w
w
w
.sfw
ater.or.jp/

三
井
水
道
企
業
団

1
７
２
・
５
１
０
６

http.://w
w
w
1.ocn.ne.jp/

̃m
iisuido/

募
集
住
宅

県
内
に
所
在
す
る
県

営
住
宅(

募
集
対
象
団
地
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

申
込
受
付
期
間

３
月
３
日(

月)

〜
３
月
11
日(

火)

募
集
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
公
社
管
理

事
務
所
、
県
住
宅
管
理
課
、
役

場
建
設
課
・
支
所

問
合
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部

1
０
９
２
・
７
１
３
・
１
６
８
３

FAX
０
９
２
・
７
２
２
・
１
１
８
１

み
者
を
含
む)

願
書
受
付

２
月
14
日(

木)

ま
で

試
験
日

２
月
16
日(

土)

申
込
・
問
合
せ
先

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

久
留
米
市
南
一
丁
目
８
番
１
号

1
０
１
２
０
・
３
３
６
７
７
０

願
書
受
付

２
月
18
日(

月)

〜

２
月
25
日(

月)

正
午
ま
で

学
力
検
査
・
面
接

３
月
12
日(

水)
・
満
20
歳(

平
成
20
年
４
月
１
日
現

在)
以
上
は
作
文
と
面
接
の
み
で

受
験
可

・
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
補
充

募
集
あ
り

定
時
制
の
特
色

・
修
業
年
限
４
年
。
通
信
制
と
の

併
修
に
よ
り
３
年
で
卒
業
も
可
能

・
毎
月
の
校
納
金
は
授
業
料
、
給

食
費
、
修
学
旅
行
積
立
等
計
１

万
円
程
度

・
完
全
給
食(

県
費
補
助
あ
り)

・
教
科
書
は
有
償(

国
費
補
助
制
度

あ
り)

・
校
時
は
午
後
５
時
20
分
〜８

時
55
分

問
合
せ
先

朝
倉
高
校
定
時
制

1
０
９
４
６
・
２
２
・
２
２
２
４

八
代
亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

夜
の
部
チ
ケ
ッ
ト
有
り
ま
す



H20.2 16
●発行・編集　大刀洗町役場総務課　　10942（77）0101 FAX0942（77）3063 ●発行日　毎月第１金曜
〒830-1298 三井郡大刀洗町大字冨多819 「広報たちあらい」 は100％再生紙を使っています。

２毎月 第３日曜日 

●家族みんなが顔をそろえよう 

●子どもの意見や考えを聞く 

　ようにしよう 

●家族みんなでスポーツやレク 

　レーションをしよう 

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう 

●子どものしつけや方法について考えよう 

家庭の日 家庭の日 家庭の日 

納税納付には便利な口座振替を 
ご利用ください。 
今月の口座振替は、 
　　　　　  ２月28日（木）です。 

２月の税(料)

町営住宅使用料 ２月分 

下水道使用料 ６期 

保育料 ２月分 

大刀洗町役場　　　下 水 道 課 
健康福祉課 
建　設　課 

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

宮
本
　
綾
子
（
菅
野
）

亡
夫
　
宮
本
　
武
敏

重
松
　
政
子
（
西
栄
田
）

亡
夫
　
重
松
　
保
男

服
部
　
ツ
チ
子
（
高
樋
）

亡
夫
　
服
部
　
清
征

中
原
　
主
文
（
中
川
）

亡
父
　
中
原
　
市
次

山
口
　
治
雄
（
高
食
）

亡
母
　
山
口
　
ア
グ
ヱ

棚
町
　
正
英
（
山
隈
）

亡
義
母
石
井
ヨ
シ
子

平
城
　
祐
子
（
守
部
）

亡
母
　
平
城
　
ミ
チ
子

重
松
　
�
良
（
床
島
）

亡
母
　
重
松
　
ツ
キ
ノ

平
田
　
信
継
（
栄
田
）

亡
父
　
平
田
　
信
繁

中
村
　
誠
子
（
菅
野
）

亡
夫
　
中
村
　
喜
和

高
尾
　
茂
義
（
栄
田
）

亡
子
　
高
尾
　
欣
智

安
丸
　
益
雄
（
北
山
隈
）

亡
母
　
安
丸
　
ヤ
チ
ヨ

平
田
　
牧
男
（
上
高
橋
）

亡
伯
母
平
田
ミ
サ
ヲ

小
坪
　
常
雄
（
鳥
飼
）

亡
父
　
小
坪
　
蚤
看

棚
町
　
敏
文
（
高
樋
）

亡
母
　
棚
町
　
マ
サ
エ

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

成
人
式
の
な
か
で
、「
今
度
の
町
長

選
挙
で
は
選
挙
権
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
行
使
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
来
賓
３

名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
２
頁
目
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
も
っ
と
上
か
と
予
想

し
て
い
ま
し
た
。
数
十
年
前
の
町
長
・

町
議
選
挙
等
で
は
90
％
を
超
え
て
い
た

の
で
す
か
ら
。
身
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
を
リ
ヤ
カ
ー
で
投
票
所
ま
で
連
れ
て

く
る
の
は
当
た
り
前
の
光
景
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
新
成
人
だ
け
で
な
く
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
１
票
を
無
駄
に
せ
ず
…
平

★好きな食べ物　みかん
チーズ

★好きなもの　アンパンマン

村
むら

田
た

和奏
わか な

ちゃん（山隈）

平成19年２月１日生
★好きな食べ物　バナナ
★特技　ハイハイ

永
なが

戸
と

竜
りゅう

太
た

くん（北鵜木）

平成19年２月７日生（Ａ型）
★好きな人　ゆきのねえね
★特技　変な顔、ダッシュ

田
た

中
なか

堅
けん

志
し

くん（北山隈）

平成18年２月６日生（Ａ型）

★好きな人　じいじ
★チャームポイント　目

矢野
や の

隼
しゅん

成
せい

くん（甲条）

平成18年２月16日生（Ａ型）
★チャームポイント　前髪
★特技　あいさつ

宅
たく

野
の

絢
あや

音
ね

ちゃん（下高橋）

平成19年２月23日生（Ｂ型）

★好きな人　パパ
★チャームポイント　笑顔

平
ひら

田
た

遥
はるか

ちゃん（南本郷）

平成19年２月１日生

★好きな人　おじいちゃん
おばあちゃん

★チャームポイント　くせ毛
スマイル

金崎
かねざき

大
だい

輝
き

くん（北鵜木）

平成19年２月５日生

●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
締
切
は
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
総
務
課
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